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12月定例会の概要

○平成30年度一般会計および特別会計決算を認定
○文化芸術センター庭園の工事内容を一部変更

阪神・淡路大震災から25年　～記憶と教訓を忘れないために～
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平
成
30
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
を
認
定

決
算
特
別
委
員
会
の
概
要

主
な
質
疑

令
和
元
年
9
月
定
例
会
の
最

終
日
に
、
市
長
か
ら
、
平
成
30

年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別

会
計
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
、

合
計
16
件
の
議
案
が
議
会
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け

12
人
の
委
員
で
構
成
す
る
決
算

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
詳
細

な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
は
10
月
21
日
か
ら
28
日

の
間
の
5
日
間
を
か
け
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

1
日
目
か
ら
4
日
目
は
一
般

会
計
歳
出
お
よ
び
歳
入
の
質
疑
、

特
別
会
計
の
質
疑
、
審
査
５
日

目
は
、
全
て
の
会
計
を
対
象
と

し
た
総
括
質
疑
と
い
う
形
で
審

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
の
初
日
の
本
会

議
に
お
い
て
委
員
長
か
ら
審
査

の
内
容
を
報
告
し
、
市
議
会
と

し
て
の
議
決
を
行
い
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業
費
お
よ
び
後

期
高
齢
者
医
療
事
業
費
に
対
し
、

反
対
討
論
が
あ
り
両
議
案
に
つ

い
て
は
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
費　

委
員
会
資
料
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
、
議
員
互
助
会
補

助
金
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
な
ど
。

総
務
費　

防
犯
カ
メ
ラ
の
目
標

設
置
台
数
、
手
塚
治
虫
記
念
館

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
周

知
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
た
め
の

閉
館
期
間
の
影
響
、
公
共
施
設

（
建
物
施
設
）
保
有
量
最
適
化

方
針
の
市
民
ニ
ー
ズ
把
握
状
況
、

ラ
ン
ラ
ン
バ
ス
に
対
す
る
市
の

支
援
、
文
化
芸
術
振
興
会
議
の

市
立
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
へ
の

今
後
の
関
わ
り
方
、
選
挙
投
票

所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
行
財
政

運
営
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
よ

る
歳
出
の
削
減
効
果
な
ど
。

民
生
費　

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
整
備
、
生
活
保
護
費
返
戻

□
第
6
次
宝
塚
市
総
合
計
画
策

定
に
向
け
た
総
合
計
画
策
定

方
針
の
作
成
、
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施

□
障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
の

委
託
相
談
支
援
事
業
所
を
増

設
□
幼
稚
園
の
保
育
室
の
空
調
設

備
の
整
備

□
合
葬
式
墓
所
の
貸
出
開
始

□
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
の
整
備

□
手
塚
治
虫
記
念
館
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル

平
成
30
年
度

　
　
　
主
な
取
り
組
み

金
の
未
収
金
や
収
納
率
の
低
下
、

ひ
ょ
う
ご
多
子
世
帯
保
育
料
軽

減
事
業
の
市
の
事
務
・
財
政
負

担
の
検
証
、
権
利
擁
護
支
援
事

業
委
託
料
の
減
額
、
病
児
・
病

後
児
保
育
の
利
用
率
な
ど
。

衛
生
費　

西
谷
地
域
で
の
不
法

投
棄
対
策
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
市
全
体
で
の
優
先
順
位

等
、
市
立
看
護
専
門
学
校
の
受

験
者
数
と
市
内
就
職
率
、
法
で

義
務
付
け
の
な
い
10
か
月
健
診

受
診
率
向
上
の
重
要
性
な
ど
。

労
働
費　

勤
労
者
住
宅
資
金
融

資
斡
旋
制
度
、
市
営
自
転
車
駐

車
場
管
理
運
営
業
務
が
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
業
務
で
な
く

な
っ
た
影
響
な
ど
。

農
林
業
費　

有
害
鳥
獣
防
除
対

策
事
業
委
託
金
額
の
積
算
、
ダ

リ
ア
で
彩
る
花
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
に
よ
る
今
後
の
産
業
の
支

援
、
農
業
用
施
設
改
修
事
業
で

実
施
す
る
た
め
池
の
改
修
な
ど
。

商
工
費　

商
業
連
携
広
域
イ
ベ

ン
ト
事
業
の
宝
塚
バ
ル
へ
の
支

援
、
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資

斡
旋
事
業
の
融
資
あ
っ
せ
ん
申

込
件
数
の
減
少
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
と
警
察
と
の
連
携
な
ど
。

土
木
費　

街
路
灯
新
設
の
優
先

順
、
公
園
ア
ド
プ
ト
団
体
の
実

情
、
市
営
住
宅
入
居
者
使
用
料

の
収
納
率
、
武
庫
川
左
岸
地
区

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
混
在
地
の
土
地

の
所
在
調
査
・
優
先
度
評
価
、

荒
神
川
都
市
基
盤
河
川
改
修
事

業
に
よ
る
浸
水
被
害
軽
減
効
果

な
ど
。

消
防
費　

消
防
団
の
団
員
数
と

報
酬
額
、
道
路
敷
以
外
の
防
火

水
槽
の
劣
化
状
況
点
検
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
設
置
場
所
・
市
民
の
認
識

な
ど
。

教
育
費　

子
ど
も
の
居
場
所
の

室
内
化
に
よ
る
補
導
活
動
対
策
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

今
後
の
課
題
、
ク
ラ
ス
の
い
じ

め
解
決
に
向
け
た
学
校
全
体
で

の
取
り
組
み
、
少
年
少
女
音
楽

隊
や
ス
ポ
ー
ツ
21
の
学
校
施
設

利
用
、
市
立
幼
稚
園
の
３
年
保

育
の
検
討
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

大
会
の
企
業
協
賛
金
、
重
大
な

課
題
で
あ
る
学
校
管
理
職
の
育

成
な
ど
。

災
害
復
旧
費
・
公
債
費
・
諸
支

出
金
・
予
備
費　

土
地
開
発
公

社
所
有
の
塩
漬
け
土
地
に
対
す

る
取
り
組
み
な
ど
。

歳
入　

市
税
未
収
金
対
策
の
徴

収
体
制
や
職
員
数
、
学
校
給
食

実
費
徴
収
金
の
児
童
手
当
か
ら

の
徴
収
制
度
の
導
入
な
ど
。

国
民
健
康
保
険
事
業
費　

特
定

健
診
受
診
率
の
目
標
値
の
低
下
、

保
険
税
額
と
滞
納
額
の
関
係
を

ど
う
分
析
し
て
い
る
か
な
ど
。

介
護
保
険
事
業
費　

認
知
症
総

合
支
援
事
業
の
具
体
的
な
取
り

組
み
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
地

域
で
暮
ら
せ
る
た
め
の
取
り
組

み
が
弱
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
。

一
般
会
計

特
別
会
計

決算特別委員会委員（◎委員長、○副委員長）
後列左から、田中大志朗、藤岡和枝、寺本早苗
横田まさのり、大島淡紅子、村松あんな、田中こう
前列左から、風早ひさお、大川裕之、◎浅谷亜紀
〇池田光隆、北山照昭

各　会　計　別　決　算　概　要
会　計　別 歳入決算額 歳出決算額 対前年度比率

（歳出　単位：％）
実質収支
（※1）

単年度収支
（※2） 審　議　結　果

一　　般　　会　　計 77,859,408 77,021,644  100.88 379,046 △ 185,662 認定（全員一致）

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 事 業 費 23,733,274 23,300,402  90.69 432,872 △ 867,327 認定（全員一致）
国民健康保険診療施設費 105,482 105,482  98.29 0 0 認定（全員一致）
農 業 共 済 事 業 費 78,444 71,298  113.04 7,146 △ 676 認定（全員一致）
介 護 保 険 事 業 費 19,857,081 19,661,419  103.99 195,662 △ 347,598 認定（賛成多数）
後期高齢者医療事業費 4,212,641 4,071,455  105.68 141,186 6,042 認定（賛成多数）
財　　産　　区（ 9 件） 100,078 69,617  107.57 30,461 △ 823 認定（全員一致）
宝 塚 市 営 霊 園 事 業 費 267,004 267,004 （※3）� 103.51 0 0 認定（全員一致）

計 126,213,412 124,568,321 99.42 1,186,373 △ 1,396,044
※ 1 　実質収支………歳入歳出の差引額から翌年度へ繰り越すべき財源を控除した額
※ 2 　単年度収支……当該年度の実質収支から前年度の実質収支を差し引いた額
※ 3 　平成29年度宝塚すみれ墓苑事業費との比較

初
日
に
は
委
員
か
ら
の
指
摘
に
よ
り
、
地
方

自
治
法
第
２
３
３
条
第
５
項
に
定
め
る
「
主
要

な
施
策
の
成
果
を
説
明
す
る
書
類
」
で
あ
る
決

算
成
果
報
告
書
の
訂
正
が
行
わ
れ
た
。

そ
れ
ら
は
事
業
費
や
財
源
内
訳
の
数
値
の
訂

正
で
あ
り
、
中
に
は
１
千
万
円
以
上
の
差
異
も

あ
っ
た
た
め
、
委
員
長
か
ら
当
局
に
対
し
、
注

意
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
訂
正
の
有
無
に

つ
い
て
確
認
が
行
わ
れ
た
が
、
ま
た
し
て
も
委

員
か
ら
の
指
摘
に
よ
り
３
日
目
に
２
度
、
同
様

の
訂
正
が
行
わ
れ
た
。
最
終
的
に
は
、
事
業
費

や
財
源
内
訳
、
予
算
費
目
な
ど
の
訂
正
が
61
事

業
、
そ
れ
に
加
え
て
資
料
の
訂
正
が
６
件
に
も

上
っ
た
。

決
算
審
査
に
お
い
て
、
数
値
間
違
い
は
本
来

あ
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
問
題
な

の
は
、
立
て
続
け
に
委
員
側
か
ら
指
摘
を
受
け

る
ま
で
、
全
庁
的
な
取
り
組
み
と
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ミ
ス
に
対
し
て
迅
速
に
対
応
で

き
な
か
っ
た
こ
と
や
答
弁
が
迷
走
し
て
い
る
こ

と
な
ど
は
、
市
長
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
行
き
届

い
て
い
な
い
こ
と
の
証
左
で
あ
り
、
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
行
財
政
改
革
、
未
収
金
対
策

な
ど
全
庁
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く

際
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
市
長
及
び
副
市
長
、
各
部
長
は
今

回
の
事
態
を
重
く
受
け
と
め
る
と
と
も
に
、
全

庁
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
、
責
任

を
持
っ
て
意
識
改
革
や
推
進
体
制
の
構
築
を
進

め
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

議
案
第
1
1
0
号
平
成
30
年
度
宝
塚
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て
に
対
す
る
附
帯
決
議
（
概
要
）

（単位：千円） 歳出目的別構成比

◆本会議での各議員の賛否（賛成＝○、反対＝×）　※議長は表決に加わりません。

会　派　名 たからづか真政会 令和安全・維新の会 公明党議員団 市民ネット宝塚 日本共産党
宝塚市会議員団

社会
民主党
議員会

 議　員　名

大
川　

裕
之

浅
谷　

亜
紀

石
倉
加
代
子

岩
佐
ま
さ
し

風
早
ひ
さ
お

く
わ
は
ら
健
三
郎

冨
川
晃
太
郎

北
山　

照
昭

池
田　

光
隆

伊
庭　
　

聡

村
松
あ
ん
な

山
本　

敬
子

江
原　

和
明

中
野　
　

正

藤
岡　

和
枝

三
宅　

浩
二

寺
本　

早
苗

川
口　
　

潤

北
野　

聡
子

田
中
大
志
朗

と
な
き
正
勝

田
中　

こ
う

た
ぶ
ち
静
子

横
田
ま
さ
の
り

梶
川
み
さ
お

大
島
淡
紅
子

介 護 保 険 事 業 費 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○

後期高齢者医療事業費 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○

その他の会計の決算については全員一致で認定しています。

議会費
0.6%

総務費
10.9%

民生費
45.1%

衛生費
8.8%

土木費
8.2%

消防費
3.1%

教育費
11.6%

農林業費
0.4%

労働費
0.1%

商工費
0.6%

災害復旧費
0.1% 公債費

10.2%

諸支出金
0.3%
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12月定例会では、市長から提案された議案など計57件について審議しました。
提出された議案は一部を除き、 3 つの常任委員会（総務・文教生活・産業建設）に付託

し、慎重に審査しました。
ここでは、各常任委員会で審査された主な議案を報告します。

12月定例会の議案審議から12月定例会の議案審議から

都市計画税の充当先などについて審議

■令和元年度宝塚市一般会計補正予算（第４号）

概要　令和元年度一般会計の歳
さ い

入
にゅう

歳
さ い

出
しゅつ

予算の総
そ う

額
が く

にそれぞれ10億6,598万 3 千円を増
ぞ う

額
が く

し、補
ほ

正
せ い

後の総額を 802 億2,029万 7 千円とするものです。

主な審議内容　これまで都市計画税は年度内で執
し っ

行
こ う

するということであったが、基金

の設置で今後積み立てることも前提になっていくのかとの問いに対し、今回決算で余
よ

剰
じょう

が発生したことから、別
べ っ

途
と

この余剰金を翌年度以降も執行できるよう新たに基金を

設置する条例を提案した。本来、都市計画税で余剰金を出すことは望ましいことでは

ないため、早急に街
が い

路
ろ

整
せ い

備
び

等を前
ま え

倒
だ お

しして実施できないか、今後どのように充
じゅう

当
と う

して

いけるかなど、検討を進めているとの答弁がありました。その他、財政調整基金とり

くずし、市立学校園のコンクリートブロック塀改善工事費の減額理由、子育て家庭シ

ョートステイ事業の予算算出根拠、新庁舎・ひろば整備事業に係る残
ざ ん

土
ど

処
し ょ

分
ぶ ん

の費用、

マイナンバーカード交付事務に係る職員の増員、都市計画税の充当先についての考え、

急
きゅう

傾
け い

斜
し ゃ

地
ち

崩
ほ う

壊
か い

対
た い

策
さ く

事業の進め方、新ごみ処理施設建設の総額費用、ふるさと納税など

についての質疑がありました。

　自由討議において、新ごみ処理施設ありきで都市計画税が充当されていくような懸
け

念
ね ん

を抱いた。都市計画道路の整備状況も約 7 割で、阪神間でも進捗率は低い。都市計

画税が余ってしまった事実は仕方ないが、都市計画税の本来の使
し

途
と

である都市基盤整

備に充当されるべき。新ごみ処理施設や他施設の整備には都市計画税を充当するので

はなく、別の財源を確保していかないと道路等の整備が後回しになる。具体的にどん

な施設や事業が対象になるのか、文化教育施設等で可能性のあるものを含めて検討は

すべき。公
こ う

債
さ い

費
ひ

の償
しょう

還
か ん

金
き ん

については都市計画税の使途に含まれるため、新ごみ処理施

設も起
き

債
さ い

の償還であれば対象となり、今回充当先として逸
い つ

脱
だ つ

しているとは思わないな

どの意見がありました。

全員一致

可決
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非常勤嘱託職員および臨時的任用職員の会計年度任用職員への移行

1 地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴う関係条例の整備に関す
　　る条例の制定
概要　地方公務員法および地方自治法の一部改正に伴い、本市が現在任用している非

ひ

常
じょう

勤
き ん

嘱
しょく

託
た く

職員および臨
り ん

時
じ

的
て き

任
に ん

用
よ う

職員の大半が、 4 月 1 日から一般職の非常勤職員であ
る会計年度任用職員へ移行するため、分

ぶ ん

限
げ ん

、懲
ちょう

戒
か い

等の人事制度や報
ほ う

酬
しゅう

、費用弁
べ ん

償
しょう

等の
給与制度などについて、所要の整備を行うため、関係条例の一部を改正するものです。

主な審議内容　全国的な動きや近隣市の状況把握、対象となる職員の職種と人数、対
象者に対して行われる説明会、人事評価の方法などについての質疑がありました。
　討論では、正規職員であるべきところを非正規雇用で補うことを肯定し、お墨

す み

つき
を与えるような制度改正であり、将来的にも是

ぜ

正
せ い

されないことが大きな問題で、非常
勤嘱託職員は年収が下がり、賃金格

か く

差
さ

が拡大する部分も見られるとの反対討論や、容
認できないが、法律を逸脱するような条例改正はできないとの賛成討論がありました。

市議会議員および特別職の職員の期末手当の引き上げ
概要　特別職の職員の給与に関する法律の改正に準じて、市議会議員および特別職の
職員の期末手当を引き上げるとともに、来年度以降は、引き上げ分を 6 月期と12月期
に振り分けて支給するため、条例の一部を改正するものです。

2 宝塚市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
主な審議内容　討論では、特別職等報酬審議会での客観的な意見を聞いてから判断し
てはどうかとの反対討論がありました。

3 宝塚市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正
主な審議内容　討論では、市立病院幹

か ん

部
ぶ

職員が自主的に手当の半分を返上する中、特
別職の職員の期末手当を引き上げるのはどうかと思うとの反対討論や、責任のとり方
を考えるなら自主カットを検討すべきとの賛成討論がありました。

賛成多数

可決

いずれも

◆本会議での各議員の賛否（賛成＝○、反対＝×）
会　派　名 たからづか真政会 令和安全・維新の会 公明党議員団 市民ネット宝塚 日本共産党

宝塚市会議員団
社会民主党

議員会
  議員名

案件名・結果

大
川　

裕
之

浅
谷　

亜
紀

石
倉
加
代
子

岩
佐
ま
さ
し

風
早
ひ
さ
お

く
わ
は
ら
健
三
郎

冨
川
晃
太
郎

北
山　

照
昭

池
田　

光
隆

伊
庭　
　

聡

村
松
あ
ん
な

山
本　

敬
子

江
原　

和
明

中
野　
　

正

藤
岡　

和
枝

三
宅　

浩
二

寺
本　

早
苗

川
口　
　

潤

北
野　

聡
子

田
中
大
志
朗

と
な
き
正
勝

田
中　

こ
う

た
ぶ
ち
静
子

横
田
ま
さ
の
り

梶
川
み
さ
お

大
島
淡
紅
子

1�地方公務員法及び地方自治法の一部改正に
伴う関係条例の整備に関する条例の制定

　　　　　　　　　　　　可決（賛成多数）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇

2�宝塚市議会議員の議員報酬及び費用弁償等
に関する条例の一部改正

　　　　　　　　　　　　可決（賛成多数）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

3�宝塚市特別職の職員の給与に関する条例の
一部改正 

　　　　　　　　　　　　可決（賛成多数）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※議長の裁決について　過半数議決の場合、議員には賛成・反対の表決権がありますが、議長には表決権がありません。ただし、表決において
　賛成・反対が同数、つまり「可否同数」になった場合、議長には可決か否決かを決定する裁決権が認められています。
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宝塚文化芸術センター庭園の工事請負契約を一部変更

概要　宝塚文化芸術センター庭園に係る工
こ う

事
じ

請
う け

負
お い

契約のうち、宝塚ガーデンフィール
ズ時代の素材を再利用した石材や修

しゅう

景
け い

設備の欄
ら ん

干
か ん

などに係る工事の変更を行うことか
ら、契約金額を変更するものです。
　〇契約金額　 1 億9,937万8,520円（2,338万8,200円の増額）

主な審議内容　せせらぎの再生に向け、自然な川の流れを再現するための井戸の水量
が必要量より少なかったためもう 1 つ井戸を掘るという工事の変更内容に関する現地
の状況や排水、水源などの確認、阪急電鉄からガーデンフィールズの引き継ぎを受け
た際の市の確認、日本でも一番古い温室の趣

おもむき

を残す欄干の使用状況、欄干を残すために事
前調査を行ったかどうか、欄干保存のための
努力をしたかどうかなどについての質疑があ
りました。委員会での審査はいったん継続さ
れましたが、後日、再度委員会を開催し、欄
干等を庭園内に設置する再利用案が市から提
示され、工事請負金額や再利用する欄干およ
び植木鉢についての確認があり、全員一致で
可決されました。

宝塚市立小浜工房館の用途を廃止

概要　平成28年 4 月から休館している小浜工房館について、用
よ う

途
と

廃
は い

止
し

を行うため、条
例を廃止するものです。
　　
主な審議内容　小浜が大工のまちであったという歴史の引き継ぎや産業として伝

で ん

承
しょう

し
ていく事業、コミュニティ再生への市の取り組み、各団体の理解、用途廃止後の次の
展開、国の補助金返還の有無、地域の合意形成などについての質疑がありました。委
員会では地域の合意に関する反対討論と今後の施設転

て ん

用
よ う

への期待に関する賛成討論が
あり、本会議においても反対討論と賛成討論がありました。

全員一致

可決

賛成多数

可決

◆本会議での各議員の賛否（賛成＝○、反対＝×）　※議長は表決に加わりません。
会　派　名 たからづか真政会 令和安全・維新の会 公明党議員団 市民ネット宝塚 日本共産党

宝塚市会議員団
社会民主党

議員会
  議員名

案件名・結果

大
川　

裕
之

浅
谷　

亜
紀

石
倉
加
代
子

岩
佐
ま
さ
し

風
早
ひ
さ
お

く
わ
は
ら
健
三
郎

冨
川
晃
太
郎

北
山　

照
昭

池
田　

光
隆

伊
庭　
　

聡

村
松
あ
ん
な

山
本　

敬
子

江
原　

和
明

中
野　
　

正

藤
岡　

和
枝

三
宅　

浩
二

寺
本　

早
苗

川
口　
　

潤

北
野　

聡
子

田
中
大
志
朗

と
な
き
正
勝

田
中　

こ
う

た
ぶ
ち
静
子

横
田
ま
さ
の
り

梶
川
み
さ
お

大
島
淡
紅
子

宝塚市立小浜工房館条例を廃止
する条例の制定について　 

可決（賛成多数）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇
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令和元年度宝塚市病院事業会計補正予算（第２号）

概要　医師の雇用形態別の職員数の増減、および育児休業からの復職者数が当初の想
定を上回っていることなどにより、議会の議決が必要な職員給与費に、2,983万 9 千円
流用し、66億4,217万 6 千円とするものです。

主な審議内容　看護師が育休後復帰する際の勤務条件、医師確保の方針、給与費の見
直し、減

げ ん

価
か

償
しょう

却
きゃく

費
ひ

から給与費へ流用する理由などについての質疑がありました。

市の農業共済が兵庫県農業共済組合へ～農業共済の１県１組合化

■宝塚市農業共済条例を廃止する条例の制定について
概要　県下で農業共済事業を行う26の市町および一部事務組合が、平成31年 4 月22日
に締結した「兵庫県農業共済組合設立に関する覚

おぼえ

書
が き

」に基づき、令和 2 年度から、新
たに設立される兵庫県農業共済組合へ、本市の農業共済事業および財産を引き継ぐこ
とに伴い、条例を廃止するものです。

主な審議内容　現在の農業共済加入者のメリット、デメリット等の質疑がありました。

災害援護資金償還免除要件の拡大・保証債権を放棄

概要　 1 災害弔
ちょう

慰
い

金
き ん

の支給等に関する法律の一部改正により、阪神・淡路大震災を
対象とした災害援

え ん

護
ご

資
し

金
き ん

の償還免除要件が拡大されたことに伴い、所要の整備を行う
ため、条例の一部を改正するものです。
　 2 条例の一部改正に伴い、阪神・淡路大震災を対象とした災害援護資金の貸し付
けについて、状況の変化を考慮し、連帯保証人に対して市が有する権利を放棄するも
のです。

主な審議内容　借
か り

受
う け

人
に ん

の免除要件、他の阪神・淡路大震災被災自治体における保証債
権の免除状況などについての質疑がありました。

全員一致

可決

全員一致

可決

賛成多数

可決

◆本会議での各議員の賛否（賛成＝○、反対＝×）　※議長は表決に加わりません。
会　派　名 たからづか真政会 令和安全・維新の会 公明党議員団 市民ネット宝塚 日本共産党

宝塚市会議員団
社会民主党

議員会
  議員名

案件名・結果

大
川　

裕
之

浅
谷　

亜
紀

石
倉
加
代
子

岩
佐
ま
さ
し

風
早
ひ
さ
お

く
わ
は
ら
健
三
郎

冨
川
晃
太
郎

北
山　

照
昭

池
田　

光
隆

伊
庭　
　

聡

村
松
あ
ん
な

山
本　

敬
子

江
原　

和
明

中
野　
　

正

藤
岡　

和
枝

三
宅　

浩
二

寺
本　

早
苗

川
口　
　

潤

北
野　

聡
子

田
中
大
志
朗

と
な
き
正
勝

田
中　

こ
う

た
ぶ
ち
静
子

横
田
ま
さ
の
り

梶
川
み
さ
お

大
島
淡
紅
子

宝塚市農業共済条例を廃止する
条例の制定について

可決（賛成多数）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 ×

いずれも
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決
　
　
議

12
月
定
例
会
で
は
、
左
記
の

決
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

精
神
障
が
い
者
に
対
す
る
公

共
交
通
機
関
の
運
賃
割
引
の
適

用
を
求
め
る
決
議

障
害
者
基
本
法
は
、
障
が
い

の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格

と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら

共
生
す
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
障
が
い
者
の
自
立
及
び
社

会
参
加
の
支
援
等
に
向
け
た
基

本
的
理
念
を
定
め
て
い
る
。

ま
た
、
障
害
者
の
権
利
に
関

す
る
条
約
が
批
准
さ
れ
、
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
、
障
が
い

を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
を

社
会
に
お
い
て
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
障
害
を
理
由

と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
が
平
成
28
年
４

月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
。

障
が
い
者
の
自
立
や
社
会
参

加
の
促
進
の
た
め
に
は
、
公
共

交
通
機
関
な
ど
の
移
動
手
段
の

確
保
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
鉄
道
、
バ
ス
を

は
じ
め
と
す
る
公
共
交
通
機
関

に
お
い
て
は
、
運
賃
割
引
制
度

を
設
け
、
障
が
い
者
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
多
く
は
、
身

体
障
が
い
者
及
び
知
的
障
が
い

者
を
適
用
対
象
と
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
精
神
障
が
い
者
を
対

象
と
す
る
も
の
は
極
め
て
少
な

く
、
大
き
な
格
差
が
生
じ
て
い

る
。よ

っ
て
宝
塚
市
議
会
は
、
交

通
事
業
者
に
対
し
、
公
共
交
通

機
関
の
運
賃
割
引
制
度
に
つ
い

て
精
神
障
が
い
者
も
、
身
体
障

が
い
者
及
び
知
的
障
が
い
者
と

同
様
に
適
用
対
象
と
す
る
よ
う

強
く
求
め
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

（
可
決
・
全
員
一
致
）

その他の賛否が全員一致した議案等
青字は議員提出議案です。

令和元年度宝塚市特別会計国民健康保険事業費補正予算（第２号）

可　　決

令和元年度宝塚市特別会計国民健康保険診療施設費補正予算（第１号）
令和元年度宝塚市特別会計農業共済事業費補正予算（第１号）
令和元年度宝塚市特別会計介護保険事業費補正予算（第２号）
令和元年度宝塚市特別会計後期高齢者医療事業費補正予算（第１号）
令和元年度宝塚市特別会計米谷財産区補正予算（第１号）
宝塚市市税条例等の一部を改正する条例の制定について
宝塚市都市計画事業基金条例の制定について
宝塚市道路の構造の技術的基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市廃棄物の適正処理、減量及び再利用に関する条例の一部を改正する条例の制定について
工事請負契約（市庁舎電気設備外改修工事）の締結について
市道路線の認定について
市道路線の全部廃止について
令和元年度宝塚市一般会計補正予算（第５号）
令和元年度宝塚市特別会計国民健康保険事業費補正予算（第３号）
令和元年度宝塚市特別会計国民健康保険診療施設費補正予算（第２号）
令和元年度宝塚市特別会計農業共済事業費補正予算（第２号）
令和元年度宝塚市特別会計介護保険事業費補正予算（第３号）
令和元年度宝塚市特別会計後期高齢者医療事業費補正予算（第２号）
令和元年度宝塚市病院事業会計補正予算（第３号）
宝塚市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市一般職の職員の給与に関する条例及び宝塚市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例
の制定について
条件付採用期間中の職員の分限に関する条例の制定について
議員の派遣について
宝塚市監査委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

その他
結果

※�宝塚市議会基本条例にある二元代表制の遵守を求める陳情は、議会運営委員会で審査し、一部採択（二元代表
制の趣旨を踏まえ公正性、透明性、倫理感ある議会運営を実施することを採択）されました。
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請
　
　
願

12
月
定
例
会
で
は
、
次
の
請

願
が
提
出
さ
れ
、
文
教
生
活
常

任
委
員
会
で
慎
重
審
査
の
上
、

本
会
議
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

指
定
難
病
医
療
費
助
成
制
度

で
「
軽
症
」
と
さ
れ
た
難
病
患

者
を
同
助
成
の
対
象
と
す
る
よ

う
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め

る
請
願
（
概
要
）

趣
旨「

軽
症
」者
を
含
め
た
す
べ
て

の
難
病
患
者
が
費
用
等
の
心
配

な
く
早
期
受
診
で
き
る
よ
う
、

委
員
会
等
に
お
い
て
重
症
度
基

準
の
撤
廃
に
向
け
た
議
論
が
後

押
し
さ
れ
る
意
見
書
を
、
国
に

提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

審
査
の
概
要

難
病
の
定
義
や
法
改
正
に
至

っ
た
経
過
に
つ
い
て
、
全
て
の

難
病
患
者
が
助
成
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
費
用
や
他
の
重
度

の
疾
患
と
の
公
平
性
な
ど
に
つ

い
て
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

（
採
択
・
賛
成
多
数
）

◆本会議での各議員の賛否（賛成＝○、反対＝×）　※議長は表決に加わりません。
会　派　名 たからづか真政会 令和安全・維新の会 公明党議員団 市民ネット宝塚 日本共産党

宝塚市会議員団
社会民主党

議員会
  議員名

案件名・結果

大
川　

裕
之

浅
谷　

亜
紀

石
倉
加
代
子

岩
佐
ま
さ
し

風
早
ひ
さ
お

く
わ
は
ら
健
三
郎

冨
川
晃
太
郎

北
山　

照
昭

池
田　

光
隆

伊
庭　
　

聡

村
松
あ
ん
な

山
本　

敬
子

江
原　

和
明

中
野　
　

正

藤
岡　

和
枝

三
宅　

浩
二

寺
本　

早
苗

川
口　
　

潤

北
野　

聡
子

田
中
大
志
朗

と
な
き
正
勝

田
中　

こ
う

た
ぶ
ち
静
子

横
田
ま
さ
の
り

梶
川
み
さ
お

大
島
淡
紅
子

指定難病医療費助成制度で「軽症」と
された難病患者を同助成の対象とする
よう国への意見書提出を求める請願
　　　　　　　　　採択（賛成多数）

× × × × × × × × × × × × ○
※
議
長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　12月定例会では 4 件の意見書案を全員一致で可決し、関係機関へ送付しました。
意　見　書　名 送　付　先

令和元年台風19号等からの復旧・復興に向けた対策を
求める意見書

内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣、
厚生労働大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、
国土交通大臣、環境大臣、内閣官房長官、復興大臣、
国家公安委員会委員長

「あおり運転」に対する厳罰化とさらなる対策の強化
を求める意見書 内閣総理大臣、国家公安委員会委員長

豚コレラの早期終息に向けた緊急かつ具体的な対策を
求める意見書 内閣総理大臣、農林水産大臣

精神障がい者に対する公共交通機関の運賃割引の適用
を求める意見書

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、
厚生労働大臣、国土交通大臣、内閣官房長官

意見書

議会報告会
皆さまのご参加をお待ちしています。

1 月25日に男女共同参画センターで開催しました議会報
告会に、多数ご参加いただきありがとうございました。

問い合わせ　議会事務局　議事調査課
TEL：0797-77-2168　 FAX：0797-74-6902
E-Mail：m-takarazuka0178@city.takarazuka.lg.jp

阪
急
今
津
線

至宝塚

至宝塚
市役所

宝塚市立
西公民館

至西宮北口

郵便局郵便局

小林
派出所

駐
車
場
駐
輪
場

小
林
駅 イズミヤ

小林店
イズミヤ
小林店

N

開催日　 4 月11日（土）
時　間　午前10時～正午

（開場：午前 9時30分）
会　場　西公民館 3 階 

セミナー室
阪急小林駅から徒歩 3 分

内　容　 3 月定例会の報告

参加無料
申込不要

※一時保育を実施しています。
　申し込みは 4月 2日（木）まで。
　また、手話通訳、要約筆記は 3月26日（木）まで
　にご連絡ください。
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【
災
害
対
策
】

問　

令
和
元
年
10
月
の
台
風

19
号
が
本
市
直
撃
の
場
合
、
武

庫
川
は
大
丈
夫
な
の
か
。

答　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
本
市
を
含
め
か
な
り
の
地

域
が
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

問　

災
害
時
に
市
民
の
命
を

守
る
、
救
助
資
機
材
は
必
要
数

確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

市
内
で
想
定
し
得
る
災

害
へ
の
備
え
は
あ
る
。
劣
化
状

況
や
災
害
想
定
を
総
合
的
に
判

断
し
計
画
的
に
更
新
す
る
。

問　

西
宮
市
に
比
べ
て
、
本

市
の
防
災
担
当
課
は
14
人
と
少

な
い
。
新
庁
舎
に
は
危
機
管
理

セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
が
、
人
を

増
や
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　

今
は
ま
だ
検
討
で
き
て

い
な
い
が
、
適
正
な
人
数
の
配

置
を
考
え
て
い
き
た
い
。

【
市
役
所
の
働
き
方
改
革
】

問　

労
働
基
準
法
改
正
で
、

５
日
以
上
の
休
暇
取
得
を
さ
せ

る
こ
と
が
義
務
と
な
っ
た
が
、

取
得
で
き
な
い
職
場
の
長
に
対

し
て
罰
則
を
科
す
べ
き
で
は
。

答　

民
間
と
は
異
な
り
公
務

員
に
は
罰
則
規
定
は
な
い
が
、

そ
の
要
因
の
整
理
分
析
、
検
証

を
し
て
改
善
を
図
る
。

問　

平
成
30
年
度
に
も
月
の

残
業
時
間
が
１
０
０
時
間
を
超

え
た
職
場
が
あ
る
。
改
善
の
た

め
に
は
職
員
の
適
正
配
置
が
必

要
で
は
。

答　

職
員
が
生
き
生
き
働
く

こ
と
が
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
も
つ
な
が
り
大
切
な
こ
と
だ

と
考
え
る
。
職
員
の
声
も
聞
き

な
が
ら
、
適
正
な
配
置
に
努
力

し
て
い
き
た
い
。

豪
雨
災
害
へ
の
対
策
強
化
を

社
会
民
主
党
議
員
会　

梶
川
み
さ
お

一 般 質 問

【
文
化
財
防
火
防
災
条
例
制
定

の
検
討
を
】

問　

火
災
で
首
里
城
が
焼
失

し
た
が
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
存
在
し
て
い
た
も
の
が
急

に
な
く
な
っ
た
時
の
喪
失
感
は

容
易
に
想
像
で
き
、
本
市
に
あ

る
文
化
財
に
つ
い
て
も
同
じ
で

あ
る
。
清
荒
神
清
澄
寺
や
大
本

山
中
山
寺
で
万
一
火
災
が
発
生

し
た
場
合
、
市
は
特
別
な
計
画

は
策
定
し
て
い
る
の
か
。

答　

清
荒
神
や
中
山
寺
を
含

む
71
の
防
火
対
象
物
に
つ
い
て
、

通
常
の
出
動
隊
員
数
に
加
え
て

消
防
隊
を
多
く
出
動
さ
せ
る
警

防
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

問　

消
防
と
し
て
、
文
化
財

の
所
有
者
へ
の
啓
発
や
ア
ド
バ

イ
ス
を
欠
か
さ
な
い
で
ほ
し
い
。

姫
路
城
の
よ
う
に
独
自
に
法
令

を
上
回
る
よ
う
な
体
制
整
備
の

事
例
紹
介
等
は
行
っ
て
い
る
か
。

答　

関
係
者
に
適
切
な
維
持

管
理
や
防
火
安
全
対
策
を
徹
底

し
て
も
ら
う
こ
と
を
粘
り
強
く

根
気
よ
く
指
導
す
る
。
本
市
の

大
切
な
財
産
と
認
識
し
て
お
り
、

火
災
予
防
を
徹
底
し
、
有
事
の

際
も
万
全
を
期
し
て
い
き
た
い
。

【
第
６
回
だ
ん
じ
り
パ
レ
ー
ド
】

問　

市
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
は
。

答　

だ
ん
じ
り
連
合
保
存
会

や
市
国
際
観
光
協
会
と
連
携
し
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
含
め
前
回
以
上
の

効
果
的
な
情
報
発
信
に
努
め
る
。

問　

だ
ん
じ
り
文
化
を
民
俗

文
化
財
に
指
定
す
る
た
め
に
は

調
査
が
必
要
だ
が
、
考
え
は
。

答　

学
術
的
な
裏
付
け
が
必

要
で
、
直
ち
に
指
定
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
他
市
の
取
り
組
み

を
参
考
に
調
査
研
究
に
努
め
る
。

市
内
の
文
化
財
を
守
る
た
め
に

た
か
ら
づ
か
真
政
会    

く
わ
は
ら
健
三
郎

【
宝
塚
市
立
病
院
】

問　

消
化
器
内
科
の
医
師
に

つ
い
て
２
０
１
７
年
に
２
名
、

翌
年
３
月
末
に
８
名
が
一
気
に

退
職
し
た
。
市
の
見
解
は
。

答　

退
職
理
由
を
早
い
時
期

か
ら
聴
取
し
後
任
の
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
市
民
に
迷

惑
を
か
け
た
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

患
者
の
健
康
面
に
不
利

益
等
は
な
か
っ
た
の
か
。

答　

消
化
器
内
科
の
医
師
が

減
る
こ
と
を
懸
念
し
、
あ
る
程

度
患
者
を
絞
っ
て
対
応
し
た
。

問　

内
視
鏡
検
査
の
件
数
は
。

答　

今
年
度
半
期
で
６
４
０

０
件
で
、
年
間
約
１
万
２
千
件
。

意
見　

多
く
件
数
を
こ
な
す

こ
と
よ
り
、
一
人
一
人
の
患
者

を
見
て
い
く
方
向
性
に
重
点
を
。

【
ロ
ー
カ
ー
ボ
フ
ェ
ス
i
n
宝

塚
】問　

市
が
後
援
し
た
理
由
は
。

答　

イ
ベ
ン
ト
が
公
平
・
公

正
で
地
域
の
商
業
に
寄
与
す
る

と
考
え
た
場
合
、
後
援
す
る
。

問　

健
康
づ
く
り
や
介
護
予

防
等
で
後
援
を
出
し
た
団
体
は
。

答　

県
立
・
民
間
病
院
、
医

師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師

会
、
食
や
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

団
体
が
主
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

意
見　

幅
広
く
耳
を
傾
け
よ
。

【
指
定
管
理
者
の
評
価
】

問　

ナ
チ
ュ
ー
ル
ス
パ
宝
塚

に
つ
い
て
、
温
泉
の
み
の
利
用

者
は
減
少
傾
向
。
Ｐ
Ｒ
等
は
。

答　

六
甲
全
山
縦
走
等
の
際

に
足
湯
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
お
り
、

今
後
も
機
会
を
狙
っ
て
行
う
。

意
見　

市
が
よ
り
介
入
し
、

温
泉
の
魅
力
を
発
信
す
る
等
、

仕
掛
け
る
側
の
取
り
組
み
を
。

予
防
・
健
康
の
ま
ち
に

令
和
安
全
・
維
新
の
会　

伊
庭　
　

聡

【
観
光
施
策
に
つ
い
て
】

問　

中
山
寺
を
含
む
西
国
三

十
三
所
観
音
巡
礼
が
、
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
た
が
展
望
は
。

答　

日
本
遺
産
推
進
協
議
会

に
積
極
的
に
参
画
し
、
魅
力
あ

る
文
化
的
・
歴
史
的
資
源
を
生

か
し
た
観
光
振
興
に
取
り
組
む
。

問　

推
進
協
議
会
は
今
後
ど

の
よ
う
な
活
動
を
す
る
の
か
。

答　

33
の
寺
院
を
４
つ
の
エ

リ
ア
に
分
け
、
エ
リ
ア
ご
と
に

魅
力
強
化
を
ど
う
進
め
る
か
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
予
定
。

意
見　

魅
力
強
化
に
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

【
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
】

問　

一
般
隊
員
を
病
院
実
習

に
参
加
さ
せ
る
効
果
は
。

答　

救
急
処
置
の
時
間
が
短

縮
さ
れ
、
救
命
率
向
上
に
な
る
。

問　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
救
急

患
者
の
対
応
が
目
的
だ
が
、
救

命
の
成
功
事
例
は
。

答　

救
急
車
内
で
心
肺
停
止
、

ド
ク
タ
ー
カ
ー
で
医
師
が
到
着

し
、
薬
を
投
与
。
病
院
到
着
ま

で
に
心
拍
と
呼
吸
が
再
開
、
社

会
復
帰
を
果
た
し
た
。

【
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
を
】

問　

が
ん
検
診
の
課
題
は
。

答　

各
種
検
診
の
受
診
率
50

％
を
目
標
と
し
て
い
る
。
特
に

乳
が
ん
検
診
と
子
宮
が
ん
検
診

の
受
診
率
が
低
い
の
が
課
題
。

問　

配
布
し
て
い
る
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
の
お
得
感
は
。

答　

乳
が
ん
検
診
は
無
料
ク

ー
ポ
ン
無
し
だ
と
、
40
歳
代
は

２
５
０
０
円
、
50
歳
以
上
は
１

８
０
０
円
の
自
己
負
担
が
必
要
。

意
見　

無
料
ク
ー
ポ
ン
を
無

駄
に
し
な
い
よ
う
に
周
知
を
。

認
定
を
観
光
施
策
に
生
か
せ

た
か
ら
づ
か
真
政
会　

石
倉
加
代
子
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【
新
電
力
Ｐ
Ｐ
Ｓ
の
活
用
】

問　

電
力
小
売
全
面
自
由
化

で
電
力
事
業
に
参
入
し
た
特
定

規
模
電
気
事
業
者
Ｐ
Ｐ
Ｓ
に
つ

い
て
、
入
札
の
拡
大
・
集
約
化

に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　

電
気
料
金
に
メ
リ
ッ
ト

が
生
じ
る
と
想
定
。
先
進
事
例

も
参
考
に
施
設
の
用
途
や
使
用

電
力
の
規
模
に
応
じ
た
内
容
と

し
、
参
加
し
や
す
い
入
札
と
し

て
、
競
争
性
を
確
保
し
た
い
。

問　

電
力
入
札
の
担
当
課
は
。

答　

各
施
設
担
当
課
で
実
施

し
、
一
元
管
理
は
し
て
い
な
い
。

【
市
職
員
の
人
事
・
給
与
評
価

制
度
】

問　

年
齢
と
処
遇
の
一
致
か

ら
責
任
と
処
遇
の
一
致
に
向
け
、

他
市
で
は
多
く
の
職
員
に
よ
る

多
面
的
評
価
と
客
観
的
な
評
価

プ
ロ
セ
ス
で
納
得
性
を
高
め
、

職
員
の
成
長
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
。
本

市
で
は
、
所
属
長
以
外
の
他
課

の
人
の
評
価
は
入
っ
て
い
る
か
。

答　

多
面
的
評
価
は
未
導
入
。

問　

他
市
の
給
料
表
は
一
般

職
、
管
理
職
等
の
職
階
の
境
界

に
給
料
月
額
重
複
ゼ
ロ
の
ポ
イ

ン
ト
を
設
け
、
責
任
と
処
遇
の

不
均
衡
を
解
消
し
て
い
る
。
本

市
も
目
指
し
て
も
い
い
の
で
は
。

答　

評
価
を
完
全
に
処
遇
に

反
映
さ
せ
る
に
は
研
究
が
必
要
。

職
員
を
や
る
気
の
あ
る
人
材
に

育
て
、
処
遇
に
反
映
さ
れ
る
よ

う
、
引
き
続
き
研
究
す
る
。

【
丸
橋
小
学
校
通
学
路
の
安
全
】

問　

安
全
対
策
の
た
め
、
学

校
前
の
民
有
地
を
取
得
し
て
は
。

答　

情
報
収
集
し
、
必
要
性

や
取
得
の
実
現
性
を
検
討
す
る
。

頑
張
る
職
員
が
報
わ
れ
る
制
度

令
和
安
全
・
維
新
の
会　

池
田　

光
隆

【
介
護
保
険
制
度
】

問　

介
護
保
険
料
や
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
の
負
担
軽
減
を
。

答　

減
免
や
負
担
軽
減
制
度

な
ど
を
、
必
要
な
方
が
利
用
で

き
る
よ
う
情
報
提
供
に
努
め
る
。

【
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
】

問　

開
催
に
向
け
て
市
民
の

関
心
も
高
ま
る
が
、
本
市
の
取

り
組
み
は
。

答　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

本
市
ゆ
か
り
の
選
手
の
活
躍
を

市
民
が
一
緒
に
応
援
で
き
る
よ

う
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

の
実
施
を
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
採
火
式
な
ど
、
記
念
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
を
検
討
し
て
い
る
。

【
市
税
徴
収
業
務
の
見
直
し
を
】

問　

平
成
30
年
度
の
本
市
の

市
税
差
し
押
さ
え
件
数
が
、
同

規
模
自
治
体
よ
り
多
い
理
由
は
。

答　

他
市
と
比
べ
滞
納
繰
越

額
が
多
く
、
差
し
押
さ
え
の
対

象
と
な
る
事
案
が
多
い
こ
と
と
、

滞
納
整
理
推
進
の
た
め
、
事
務

を
見
直
し
、
効
率
化
を
図
っ
た

結
果
、
効
果
が
あ
っ
た
も
の
。　

問　

差
し
押
さ
え
の
執
行
に

当
た
り
、
対
象
者
と
の
接
触
や
、

生
活
実
態
の
調
査
は
、
十
分
に

な
さ
れ
た
の
か
。

答　

丁
寧
な
対
応
、
特
に
納

税
相
談
の
来
庁
者
に
は
し
っ
か

り
と
現
状
や
生
活
実
態
、
担
税

能
力
の
有
無
等
を
伺
い
、
対
応

に
努
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

意
見　

徴
収
率
を
目
標
に
突

き
進
む
だ
け
で
な
く
、
相
談
に

よ
る
滞
納
解
消
や
、
生
活
支
援

に
つ
な
ぐ
こ
と
を
評
価
す
べ
き
。

そ
れ
を
条
例
等
で
可
視
化
し
、

納
税
相
談
を
行
う
よ
う
検
討
を
。

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
努
力
を

日
本
共
産
党

宝
塚
市
会
議
員
団　

と
な
き
正
勝

【
20
年
後
を
見
据
え
た
行
財
政

運
営
】

問　

今
後
20
年
間
に
想
定
さ

れ
る
市
の
人
口
変
化
の
分
析
は
。

答　

生
産
年
齢
人
口
、
特
に

若
年
人
口
の
減
少
が
顕
著
で
、

高
齢
化
率
が
大
き
く
上
昇
す
る
。

問　

日
本
の
就
業
人
口
は
、

ど
の
程
度
減
少
す
る
の
か
。

答　

厚
生
労
働
省
の
雇
用
政

策
研
究
会
の
報
告
で
は
、
２
０

１
７
年
と
２
０
４
０
年
の
比
較

で
、
８
％
か
ら
20
％
程
度
減
少

す
る
見
込
み
。

問　

労
働
力
の
減
少
に
よ
り

女
性
の
社
会
進
出
や
、
就
業
年

齢
の
延
長
が
進
み
、
地
域
を
担

う
人
材
が
減
少
。
ま
た
、
現
在

１
２
０
０
人
ほ
ど
の
市
職
員
も

1
千
人
程
度
ま
で
減
少
す
る
と

い
っ
た
将
来
像
を
踏
ま
え
た
自

治
体
の
役
割
の
転
換
の
観
点
が
、

第
６
次
総
合
計
画
策
定
方
針
に

含
ま
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　

基
本
構
想
案
に
お
い
て
、

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
な
ど

の
社
会
構
造
が
変
化
す
る
中
で

も
、
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営
に
よ
り
、
効

果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
目
指
す
ま

ち
の
姿
を
示
し
て
い
る
。
今
後
、

基
本
計
画
策
定
の
中
で
、
具
体

的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

意
見　

総
合
計
画
に
描
か
れ

る
ま
ち
の
姿
は
一
つ
の
方
向
で

は
あ
る
が
、
職
員
や
自
治
体
が

ど
う
い
う
形
に
転
換
し
て
い
く

の
か
の
視
点
が
欠
け
て
い
る
。

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
20
年
後

の
宝
塚
市
の
姿
を
分
析
で
き
る

職
員
像
。
ぜ
ひ
そ
れ
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。

将
来
の
宝
塚
市
は
ど
ん
な
姿
か

た
か
ら
づ
か
真
政
会　

大
川　

裕
之

【
子
ど
も
の
生
活
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
よ
り
】

問　

調
査
結
果
か
ら
見
え
る

課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み
は
。

答　

産
休
明
け
保
育
事
業
、

子
育
て
家
庭
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

事
業
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点

事
業
な
ど
で
、
困
難
な
状
況
に

あ
る
子
ど
も
や
家
庭
に
気
付
き

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

問　

保
育
所
で
は
支
援
が
必

要
な
ケ
ー
ス
が
増
加
し
、
保
育

士
で
は
相
談
対
応
が
困
難
に
な

っ
て
い
る
。
保
育
所
に
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
で
き
な

い
か
。　

答　

こ
の
５
年
間
で
家
庭
児

童
相
談
室
職
員
の
増
員
を
進
め
、

今
年
度
は
課
長
を
専
任
配
置
し

体
制
を
整
え
つ
つ
あ
る
。
今
後
、

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
の

整
備
も
急
が
れ
て
お
り
、
職
員

体
制
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。
保
育
所
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
は
今
の

状
況
の
中
、
ど
の
よ
う
に
す
る

の
が
よ
い
か
検
討
し
た
い
。

意
見　

児
童
虐
待
の
通
報
が

年
々
増
え
て
い
る
。
家
庭
児
童

相
談
所
な
ど
は
相
談
と
ケ
ー
ス

会
議
で
職
員
は
余
裕
が
な
い
。

現
場
の
対
応
が
大
事
。
保
育
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
検
討
を
。

【
西
谷
地
域
の
活
性
化
】

問　

子
ど
も
の
数
が
減
り
、

学
校
が
な
く
な
る
の
で
は
な
ど

地
域
住
民
に
心
配
と
不
安
が
広

が
っ
て
い
る
。
安
心
し
て
学
び
・

育
む
教
育
環
境
に
つ
い
て
の
見

解
は
。

答　

学
校
統
廃
合
や
校
区
変

更
で
は
な
く
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
の
研
究
を
進
め
る
。

暮
ら
し
と
育
児
の
総
合
支
援
を

日
本
共
産
党

宝
塚
市
会
議
員
団　

た
ぶ
ち
静
子
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一 般 質 問

【
武
庫
川
流
域
の
治
水
】

問　

気
象
庁
予
報
や
状
況
を

勘
案
し
行
う
事
前
放
流
は
本
市

の
安
全
・
安
心
に
は
必
須
で
は
。

答　

青
野
ダ
ム
で
は
あ
ら
か

じ
め
予
備
放
流
の
容
量
を
確
保
。

今
後
洪
水
調
節
の
た
め
容
量
拡

大
を
目
指
し
事
前
放
流
も
試
行
。

問　

観
光
ダ
ム
手
前
の
川
底

は
堆
積
物
で
か
な
り
浅
く
な
っ

て
お
り
、
危
険
性
を
感
じ
る
が
。

答　

治
水
上
支
障
と
な
る
堆

積
が
あ
れ
ば
県
は
掘
削
等
の
対

応
を
行
う
。
観
光
ダ
ム
は
定
期

点
検
等
、
適
正
管
理
に
努
め
る
。

意
見　

市
と
県
が
連
携
し
、

し
っ
か
り
と
対
応
を
。

【
障
が
い
者
・
高
齢
者
施
策
】

問　

Ａ
Ｉ
視
覚
支
援
マ
イ
リ

ー
ダ
ー
の
助
成
は
で
き
な
い
か
。

答　

現
時
点
で
は
助
成
対
象

外
。
他
の
福
祉
用
具
も
要
望
が

あ
り
、
必
要
性
・
緊
急
性
を
考

慮
し
段
階
的
に
検
討
す
る
。

問　

タ
ク
シ
ー
助
成
券
利
用

時
の
適
切
な
利
用
法
の
周
知
は
。

答　

助
成
券
へ
の
氏
名
記
載
、

利
用
時
の
本
人
確
認
書
類
提
示

な
ど
を
周
知
し
て
い
る
。

【
観
光
商
工
業
の
発
展
に
向
け
】

問　

国
際
観
光
都
市
と
し
て

物
産
店
を
併
設
し
た
観
光
案
内

所
が
駅
前
に
や
は
り
必
要
で
は
。

答　

再
設
置
は
難
し
い
が
各

観
光
施
設
や
交
通
事
業
者
等
と

連
携
し
代
替
手
法
を
検
討
す
る
。

【
宝
塚
市
の
功
労
者
】

問　

イ
ラ
ク
で
殉
職
し
た
本

市
出
身
の
奥
克
彦
氏
の
ラ
グ
ビ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
招
致
の
功

績
を
何
か
の
形
で
残
せ
な
い
か
。

答　

情
報
不
足
で
あ
り
、
今

後
そ
の
功
績
を
研
究
し
て
い
く
。

水
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

令
和
安
全
・
維
新
の
会　

山
本　

敬
子

【
学
校
教
育
の
現
状
と
今
後
】

問　

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
数
年

間
の
現
状
は
。

答　

中
学
入
学
で
欠
席
が
ち

に
な
っ
た
生
徒
は
２
０
１
７
年

度
は
19
人
、
昨
年
度
は
15
人
、

本
年
度
は
13
人
で
減
少
傾
向
。

意
見　

４
年
前
は
11
人
だ
っ

た
。
短
期
間
で
は
な
い
検
証
を
。

問　

先
進
地
の
宇
都
宮
市
は
、

平
成
24
年
度
か
ら
全
校
で
小
中

一
貫
教
育
を
実
施
し
、
中
１
ギ

ャ
ッ
プ
が
解
消
し
学
力
が
向
上

し
た
。
教
育
改
革
が
進
む
中
、

本
格
的
に
検
討
し
て
ほ
し
い
が
。

答　

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に

と
っ
て
一
番
ふ
さ
わ
し
い
学
校

づ
く
り
を
、
教
育
長
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
で
進
め
て
い
き
た
い
。

小
中
一
貫
教
育
の
研
究
も
ず
っ

と
進
め
て
お
り
、
メ
リ
ッ
ト
や

本
市
の
学
校
と
地
域
の
実
態
も

含
め
、
前
向
き
に
検
討
す
る
。

【
今
後
の
宝
塚
市
立
病
院
】

問　

周
辺
の
公
立
病
院
が
大

型
化
し
て
い
く
中
、
市
立
病
院

が
生
き
残
る
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
真
剣
に
考
え
る
時

期
に
来
て
い
る
。
診
療
報
酬
加

算
を
考
慮
し
病
院
経
営
を
す
る

時
代
で
あ
り
、
現
状
で
は
未
稼

働
の
病
床
も
あ
る
た
め
ダ
ウ
ン

サ
イ
ジ
ン
グ
し
、
優
秀
な
緩
和

ケ
ア
の
特
徴
を
生
か
し
個
室
化

す
れ
ば
加
算
が
増
え
る
の
で
は
。

答　

市
民
に
寄
り
添
っ
た
形

で
い
い
病
院
に
し
て
い
く
か
は

模
索
段
階
で
あ
る
。
救
急
と
が

ん
診
療
を
基
本
に
黒
字
化
し
た

八
尾
市
立
病
院
を
参
考
に
し
て

お
り
、
緩
和
ケ
ア
の
運
用
も
研

究
し
、
今
後
の
運
営
に
生
か
し
、

収
支
の
改
善
を
図
り
た
い
。

市
立
病
院
が
生
き
残
る
た
め
に

公
明
党
議
員
団　

江
原　

和
明

【
若
い
世
代
・
子
育
て
世
代
に

選
ば
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
】

問　

本
市
は
保
育
の
質
の
確

保
に
多
く
の
予
算
を
配
分
し
て

い
る
が
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
の
か
。

答　

待
機
児
童
が
多
く
、
強

く
ア
ピ
ー
ル
し
か
ね
て
い
る
。

問　

市
民
の
満
足
度
向
上
に

つ
な
が
り
、
子
育
て
世
代
の
流

入
に
向
け
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
で
き

る
よ
う
、
予
算
の
使
い
方
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　

子
育
て
世
代
が
魅
力
を

感
じ
、
宝
塚
に
移
り
住
ん
で
も

ら
え
る
施
策
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
っ
て
お
り
、
予
算

配
分
に
も
打
ち
出
し
て
い
く
。

問　

認
可
外
保
育
施
設
の
認

可
保
育
施
設
へ
の
移
行
は
、
質

の
担
保
や
待
機
児
童
の
解
消
に

つ
な
が
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答　

移
行
す
る
に
は
保
育
士

の
配
置
や
保
育
室
の
面
積
基
準

を
満
た
す
必
要
が
あ
り
、
事
業

者
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

意
見　

人
員
配
置
の
課
題
は

市
が
支
援
可
能
。
認
可
保
育
施

設
へ
の
移
行
支
援
の
検
討
を
。

【
ネ
ッ
ト
い
じ
め
対
策
】

問　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
問
題
と

な
る
投
稿
を
監
視
す
る
ネ
ッ
ト

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
予
定
は
。

答　

有
効
性
の
研
究
が
必
要
。

問　

い
じ
め
通
報
ア
プ
リ
は
、

匿
名
で
い
じ
め
を
通
報
で
き
、

成
功
例
も
あ
る
。
導
入
し
て
は
。

答　

県
教
育
委
員
会
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
相
談
窓
口
を
周
知
し
た
。
多

様
な
相
談
方
法
を
研
究
す
る
。

意
見　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

普
及
で
今
ま
で
の
対
応
で
は
子

ど
も
た
ち
を
守
れ
な
い
。
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
を
。

子
育
て
の
ま
ち
宝
塚
を
目
指
し
て

令
和
安
全
・
維
新
の
会　

村
松
あ
ん
な

【
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
市
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
】

問　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
行
っ
て
い
る
が
知
識

を
生
か
し
実
践
に
つ
な
が
る
模

擬
訓
練
な
ど
は
行
っ
て
い
る
か
。

答　

行
っ
て
い
な
い
。

意
見　

日
常
の
訓
練
が
地
域

全
体
の
見
守
り
に
つ
な
が
る
と

思
う
。
来
年
度
に
向
け
、
モ
デ

ル
地
域
を
設
定
し
て
で
も
実
地

訓
練
の
検
討
を
要
望
す
る
。

問　

高
齢
者
の
社
会
参
加
の

促
進
に
関
す
る
取
り
組
み
は
。

答　

介
護
事
業
所
や
私
立
保

育
園
で
就
労
ト
ラ
イ
ア
ル
を
実

施
。
生
活
に
張
り
が
出
た
等
の

感
想
が
あ
っ
た
。
生
き
が
い
と

人
材
不
足
解
消
等
、
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
事
業
に
展
開
し
た
い
。

問　

病
院
経
営
の
専
門
家
の

参
画
や
職
員
の
人
材
育
成
は
。

答　

医
療
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
に
勤
務
経
験
が
あ
る
職
員

を
採
用
し
診
療
報
酬
分
析
や
経

営
改
善
の
検
討
等
を
進
め
て
お

り
、
診
療
情
報
管
理
士
も
い
る

が
、
そ
の
他
に
医
療
経
営
士
等

の
資
格
を
若
い
職
員
に
取
得
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

【
学
校
管
理
職
の
人
材
育
成
】

問　

最
重
要
課
題
と
の
認
識

だ
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　

や
り
が
い
を
引
き
継
ぎ

し
、
管
理
職
業
務
の
負
担
軽
減
、

主
幹
教
諭
の
意
識
付
け
お
よ
び

前
例
踏
襲
で
な
い
業
務
改
善
な

ど
決
意
を
持
ち
取
り
組
む
。

意
見　

管
理
職
試
験
を
受
け

た
理
由
の
一
つ
に
、
目
標
と
な

る
管
理
職
が
い
た
と
い
う
理
由

が
あ
る
。
熱
い
思
い
で
後
輩
を

育
て
て
ほ
し
い
。

我
が
ま
ち
で
安
心
の
暮
ら
し
を

公
明
党
議
員
団　

藤
岡　

和
枝
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【
外
国
語
教
育
の
充
実
に
向
け

て
の
取
り
組
み
】

問　

大
型
提
示
装
置
な
ど
の

整
備
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

答　

現
在
、
学
校
規
模
に
応

じ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
５
～
10

台
、
電
子
黒
板
を
１
～
３
台
整

備
。
来
年
度
導
入
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
と
大
型
提
示
装
置
を
つ

な
げ
る
な
ど
効
果
的
に
学
べ
る

授
業
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

問　

デ
ジ
タ
ル
教
材
を
不
自

由
な
く
使
用
で
き
る
か
。

答　

全
て
の
教
室
で
の
使
用

環
境
は
整
っ
て
い
な
い
。

意
見　

デ
ジ
タ
ル
教
材
の
活

用
は
教
員
の
負
担
軽
減
お
よ
び

授
業
の
質
の
統
一
化
に
有
効
。

英
語
教
育
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
は
家

庭
の
経
済
状
況
で
差
が
つ
き
や

す
い
の
で
、
教
育
環
境
の
整
備

に
力
を
入
れ
て
い
く
べ
き
。

【
在
校
時
の
防
災
対
策
】

問　

帰
宅
困
難
な
事
案
が
発

生
し
た
時
、
児
童
・
生
徒
の
食

料
の
確
保
は
。

答　

大
規
模
災
害
時
は
指
定

避
難
所
の
小
・
中
学
校
に
食
料

な
ど
が
配
給
さ
れ
る
ま
で
時
間

を
要
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、

個
人
用
備
蓄
を
含
め
対
策
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問　

ス
ク
ー
ル
パ
ッ
ク
の
名

称
で
、
生
徒
用
個
人
備
蓄
を
行

う
自
治
体
が
あ
る
。
自
分
に
必

要
な
物
を
家
庭
で
話
し
合
い
パ

ッ
ク
す
る
の
は
防
災
教
育
に
も

つ
な
が
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

答　

費
用
、
保
管
な
ど
の
課

題
、
他
市
の
取
り
組
み
を
含
め
、

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

意
見　

学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
も

ス
ク
ー
ル
パ
ッ
ク
の
紹
介
を
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
整
備
を
早
急
に

市
民
ネ
ッ
ト
宝
塚　

川
口　
　

潤

【
市
立
病
院
に
お
け
る
シ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
症
候
群
発
生
】

問　

な
ぜ
病
理
検
査
室
排
気

装
置
の
不
調
を
放
置
し
た
の
か
。

答　

排
気
装
置
の
制
御
風
速

測
定
で
一
部
基
準
以
下
だ
っ
た

が
、
作
業
環
境
濃
度
測
定
は
ホ

ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
キ
シ
レ
ン

と
も
第
一
管
理
区
分
で
適
切
だ

っ
た
。
工
事
費
を
抑
制
す
る
た

め
、
空
調
設
備
交
換
計
画
に
あ

わ
せ
て
改
修
工
事
を
予
定
し
た
。

問　

再
発
防
止
の
対
策
は
。

答　

排
気
設
備
の
改
善
、
法

令
等
の
研
修
等
を
実
施
し
、
院

内
安
全
衛
生
委
員
会
と
連
携
し
、

職
場
環
境
保
全
に
努
め
、
第
三

者
に
よ
る
調
査
も
行
う
。

【
大
型
太
陽
光
発
電
施
設
】

問　

長
尾
山
の
北
雲
雀
き
ず

き
の
森
に
隣
接
し
て
９
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
事

業
計
画
が
進
行
。
地
域
の
要
望

は
計
画
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

境
界
を
フ
ェ
ン
ス
で
囲

ま
な
い
な
ど
反
映
さ
れ
た
部
分

も
あ
る
が
、
環
境
影
響
評
価
の

実
施
等
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

問　

環
境
影
響
評
価
の
対
象

と
す
べ
き
で
は
。

答　

法
お
よ
び
条
例
改
正
で

令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
は
対

象
と
な
る
が
、
経
過
措
置
で
そ

れ
ま
で
に
工
事
計
画
届
を
提
出

済
み
な
ら
、
手
続
き
不
要
。
環

境
保
全
を
推
進
す
る
と
い
う
法

改
正
の
趣
旨
か
ら
、
県
に
意
見

し
、
環
境
へ
の
配
慮
を
求
め
る
。

意
見　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
促
進
の
た
め
、
今
あ
る
森
林

を
壊
す
こ
と
を
望
む
市
民
は
い

な
い
。
環
境
、
景
観
、
防
災
面

か
ら
市
と
し
て
十
分
な
判
断
を
。

自
然
を
壊
す
太
陽
光
発
電
は
Ｎ
Ｏ

市
民
ネ
ッ
ト
宝
塚　

寺
本　

早
苗

【
市
立
病
院
の
経
営
実
態
】

問　

病
院
事
業
管
理
者
、
総

長
、
病
院
長
等
の
医
師
特
別
調

整
手
当
を
令
和
元
年
10
月
１
日

か
ら
当
分
の
間
50
％
削
減
し
て

い
る
。
決
定
の
経
緯
と
思
い
は
。

答　

平
成
30
年
度
の
経
常
収

支
は
約
６
億
円
の
大
幅
赤
字
。

早
期
改
善
の
た
め
市
立
病
院
の

理
念
と
基
本
方
針
を
刷
新
し
、

市
民
や
患
者
に
寄
り
添
い
な
が

ら
も
収
入
増
と
支
出
減
を
図
る

決
意
表
明
と
し
て
実
施
し
た
。

問　

宝
塚
市
立
病
院
の
あ
る

べ
き
姿
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　

市
民
23
万
人
の
地
域
医

療
を
担
え
る
病
院
に
し
た
い
。

意
見　

手
当
の
50
％
削
減
は

あ
ま
り
適
切
で
は
な
く
、
病
院

だ
け
の
責
任
で
は
な
い
。
市
か

ら
病
院
事
業
へ
の
基
準
外
繰
出

金
の
支
援
も
考
え
る
時
期
で
は
。

【
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
計
画
】

問　

概
算
費
用
を
ど
う
見
る
。

答　

土
壌
対
策
や
仮
設
費
用

等
を
含
め
４
百
億
円
程
度
か
か

る
可
能
性
が
あ
る
。

問　

非
常
に
大
き
な
負
担
。

財
政
見
通
し
は
通
常
５
年
だ
が
、

も
う
少
し
長
期
の
財
政
計
画
を

公
に
す
る
こ
と
も
大
事
で
は
。

答　

総
事
業
費
は
令
和
２
年

秋
ご
ろ
明
ら
か
に
な
る
見
込
み
。

長
期
的
な
影
響
は
今
後
、
数
値

等
を
含
め
公
表
し
て
い
き
た
い
。

【
ゴ
ル
フ
ネ
ッ
ト
の
安
全
性
】

問　

宝
塚
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の

ゴ
ル
フ
ネ
ッ
ト
の
設
置
強
度
は
。

答　

設
置
当
時
の
基
準
に
適

合
し
最
大
瞬
間
風
速
で
秒
速
約

63
メ
ー
ト
ル
に
耐
え
る
。
法
改

正
後
の
構
造
計
算
で
も
本
市
で

は
秒
速
約
50
メ
ー
ト
ル
が
基
準
。

宝
塚
市
政
に
お
け
る
重
要
施
策

令
和
安
全
・
維
新
の
会　

北
山　

照
昭

【
必
要
な
人
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
届
く
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
】

問　

地
域
生
活
支
援
拠
点
整

備
の
今
後
の
方
向
性
は
。

答　

２
０
２
１
年
度
の
実
施

に
向
け
準
備
を
進
め
て
お
り
、

今
あ
る
社
会
資
源
が
連
携
し
、

障
が
い
者
を
面
的
に
支
援
す
る

体
制
を
構
築
す
る
方
針
。

問　

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
、
ピ

ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
養
成
・
配

置
の
現
状
と
今
後
は
。

答　

社
会
福
祉
協
議
会
に
育

成
を
委
託
し
、
昨
年
度
は
18
回

の
活
動
を
実
施
。
今
後
も
養
成

と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
活
動
機
会

の
拡
充
を
検
討
す
る
。

問　

強
度
行
動
障
が
い
は
思

春
期
に
増
加
傾
向
に
あ
る
。
教

員
等
へ
研
修
は
行
っ
て
い
る
か
。

答　

行
っ
て
い
な
い
。

意
見　

行
動
障
が
い
は
虐
待

の
原
因
と
な
る
こ
と
も
。
市
内

で
の
研
修
実
施
を
要
望
す
る
。

問　

障
害
福
祉
基
金
の
使
途

の
内
訳
、
現
状
と
今
後
は
。

答　

委
託
相
談
支
援
事
業
所

を
増
設
し
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
費
用
助

成
制
度
等
を
設
け
た
。
障
が
い

者
の
総
合
的
施
設
整
備
を
予
定
。

問　

市
民
福
祉
金
分
は
今
後

も
積
み
立
て
る
の
か
。

答　

障
が
い
者
に
支
給
し
て

い
た
分
を
毎
年
積
み
立
て
る
。

【
大
廃
業
時
代
の
宝
塚
の
状
況
】

問　

市
内
事
業
所
の
現
状
と

今
後
の
方
向
性
は
。

答　

事
業
所
数
は
減
少
、
市

の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
、
後
継

者
不
在
解
決
に
、
商
工
会
議
所

の
事
業
継
承
支
援
を
勧
め
、
民

間
事
業
者
と
連
携
し
取
り
組
む
。

真
の
共
生
社
会
の
実
現
を

社
会
民
主
党
議
員
会　

大
島
淡
紅
子
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一 般 質 問

【
空
き
家
の
発
生
を
防
ぐ
】

問　

高
齢
の
住
民
が
、
い
つ

ま
で
も
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
へ
の
取
り
組
み
は
。

答　

公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス

水
準
向
上
や
、
バ
ス
・
タ
ク
シ

ー
運
賃
助
成
に
よ
る
買
い
物
を

含
め
た
社
会
参
加
の
支
援
、
地

域
で
の
見
守
り
や
支
え
合
い
活

動
に
つ
な
が
る
集
い
の
場
づ
く

り
等
の
支
援
に
努
め
て
い
る
。

問　

若
い
世
代
へ
の
転
入
促

進
策
は
、
空
き
家
の
流
通
促
進

に
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

ニ
ー
ズ
を
十
分
調
査
し
、

有
効
な
施
策
を
打
つ
必
要
が
あ

る
。
継
続
的
居
住
に
つ
な
が
る

施
策
に
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問　

多
世
代
が
快
適
に
暮
ら

し
、
永
続
的
に
続
く
ま
ち
へ
の

取
り
組
み
と
し
て
三
世
代
同
居
、

近
居
の
支
援
制
度
の
復
活
を
。　

答　

三
世
代
が
近
く
に
住
ま

い
家
族
で
支
え
合
う
こ
と
は
少

子
高
齢
化
社
会
で
重
要
な
視
点
。

引
き
続
き
調
査
検
討
す
る
。　
　

【
ご
み
処
理
場
の
建
て
替
え
】

問　

ご
み
処
理
場
は
、
未
来

の
市
民
の
た
め
に
環
境
を
保
護

し
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る

た
め
の
重
要
な
設
備
。
建
設
に

は
多
額
の
費
用
も
必
要
で
、
市

民
に
ご
み
処
理
手
数
料
の
負
担

を
求
め
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
。

答　

有
料
化
は
ご
み
減
量
化

の
た
め
の
施
策
。
家
庭
系
ご
み

の
減
量
が
進
む
現
状
で
は
、
市

民
に
負
担
を
求
め
る
の
は
困
難
。

意
見　

ご
み
を
適
切
に
処
理

し
環
境
を
守
る
こ
と
は
、
未
来

の
市
民
に
対
し
責
任
を
果
た
す

こ
と
。
そ
の
た
め
の
市
民
負
担

な
ら
理
解
を
得
ら
れ
る
の
で
は
。

未
来
の
市
民
へ
責
任
を
果
た
そ
う

市
民
ネ
ッ
ト
宝
塚　

田
中
大
志
朗

【
障
が
い
者
施
設
の
事
故
防
止
】

問　

小
さ
な
事
故
の
積
み
重

ね
が
大
き
な
事
故
に
な
る
。
施

設
か
ら
示
さ
れ
た
再
発
防
止
策

の
有
効
性
を
確
認
し
て
い
る
か
。

答　

事
業
者
が
責
任
を
持
っ

て
行
う
も
の
と
考
え
て
お
り
、

後
日
検
証
は
し
て
い
な
い
。

意
見　

徹
底
的
な
調
査
を
。

【
発
達
障
が
い
者
の
支
援
】

問　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通

じ
た
支
援
の
取
り
組
み
は
。

答　

た
か
ら
っ
子
ノ
ー
ト
で

支
援
を
引
き
継
い
で
い
る
。

問　

発
達
障
が
い
の
受
容
は

難
し
く
、
受
容
で
き
な
い
家
庭

は
、
た
か
ら
っ
子
ノ
ー
ト
が
使

え
な
い
。
こ
の
場
合
の
支
援
は
。

答　

定
期
的
に
精
神
科
医
と

発
達
相
談
員
を
各
保
育
所
園
に

派
遣
し
、
発
達
障
が
い
の
疑
い

の
あ
る
子
ど
も
の
把
握
に
努
め
、

適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

問　

障
が
い
の
受
容
に
は
ピ

ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
存
在
が
有
効

で
は
。
ま
ず
身
近
な
学
校
関
係

者
が
情
報
共
有
し
て
は
ど
う
か
。

答　

今
後
、
教
育
委
員
会
内

で
情
報
を
共
有
し
、
保
護
者
等

へ
情
報
を
提
供
し
た
い
。

【
め
ふ
保
育
所
の
駐
車
場
確
保
】

問　

隣
接
す
る
売
布
会
館
の

駐
車
場
を
使
用
で
き
な
い
か
。

答　

指
定
管
理
者
と
利
用
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

【
保
育
所
の
給
食
の
質
】

問　

現
在
の
副
食
費
で
給
食

の
質
は
維
持
で
き
る
か
。

答　

購
入
方
法
の
検
討
な
ど

で
、
質
の
低
下
を
防
ぐ
。

問　

材
料
費
の
高
騰
で
特
別

追
加
料
金
は
発
生
し
な
い
か
。

答　

追
加
徴
収
は
し
な
い
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

日
本
共
産
党

宝
塚
市
会
議
員
団　

横
田
ま
さ
の
り

【
市
の
介
護
の
現
状
と
今
後
】

問　

２
０
４
０
年
の
高
齢
者

人
口
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定

者
数
の
見
込
み
は
。

答　

令
和
元
年
に
比
べ
て
、

高
齢
者
人
口
は
１
・
29
倍
、
要

介
護
・
要
支
援
認
定
者
数
は
１
・

76
倍
と
な
る
見
込
み
。

問　

介
護
が
必
要
な
人
が
必

要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
環
境
維
持
に
は
、
介
護
人

材
不
足
の
解
消
が
重
要
。
い
つ

人
材
確
保
方
針
を
出
す
の
か
。

答　

現
在
策
定
中
の
第
８
期

事
業
計
画
で
取
り
組
み
た
い
。

意
見　

今
後
、
要
介
護
度
軽

減
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
、

健
康
意
識
を
高
め
る
政
策
が
必

要
。
限
ら
れ
た
財
源
・
人
材
を

効
果
的
に
運
用
し
最
大
成
果
を
。

【
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
効
果
】

問　

本
市
の
設
置
状
況
は
。

答　

本
年
度
末
で
市
設
置
の

安
全
・
安
心
カ
メ
ラ
は
２
３
０

台
、
地
域
団
体
等
が
市
や
県
の

補
助
金
を
受
け
設
置
す
る
防
犯

カ
メ
ラ
は
96
台
と
な
る
見
込
み
。

問　

犯
罪
の
未
然
防
止
の
た

め
各
種
方
策
を
。
中
山
台
地
域

で
は
空
き
巣
被
害
が
多
発
だ
が
。

答　

市
と
地
域
団
体
等
の
カ

メ
ラ
で
防
犯
力
を
高
め
て
い
く
。

【
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
の

継
続
的
発
展
】

問　

受
入
事
業
者
の
負
担
軽

減
や
満
足
度
を
上
げ
る
取
り
組

み
が
、
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー

ク
の
継
続
的
発
展
に
必
要
で
は
。

答　

各
校
区
の
推
進
委
員
会

や
各
学
校
の
委
員
会
に
意
見
を

伝
え
、
工
夫
し
て
や
っ
て
い
く
。

意
見　

学
校
・
家
庭
・
地
域

社
会
の
三
者
が
連
携
し
対
策
を
。

２
０
２
５
年
問
題
の
そ
の
先
へ

た
か
ら
づ
か
真
政
会　

風
早
ひ
さ
お

【
総
合
計
画
策
定
に
関
す
る
各

種
調
査
報
告
書
の
分
析
・
活
用
】

問　

市
民
と
行
政
目
標
を
共

有
し
て
作
成
す
る
と
し
た
総
合

計
画
の
基
本
構
想
に
、
若
者
の

意
見
は
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
回
答
者
割
合
は
55
歳
以
上
が

高
く
、
55
歳
未
満
が
低
い
。
偏

り
を
少
な
く
す
る
方
法
も
次
回

の
調
査
の
際
に
検
討
す
る
。

【
質
の
高
い
観
光
産
業
戦
略
】

問　

大
阪
万
博
開
催
に
よ
り

３
百
万
人
超
見
込
ま
れ
る
外
国

人
観
光
客
に
向
け
、
大
阪
観
光

局
と
連
携
す
る
等
の
検
討
は
。

答　

現
在
策
定
中
の
戦
略
に

お
い
て
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
非

常
に
大
き
な
テ
ー
マ
。
よ
り
実

践
的
な
考
え
方
を
明
記
し
た
い
。

問　

か
ま
ど
の
神
様
、
清
荒

神
清
澄
寺
を
「
飲
食
店
の
神
様
」

と
し
て
、
活
性
化
に
取
り
組
む

動
き
が
あ
る
。
参
道
商
店
街
に

「
飲
食
店
の
神
様
」
に
ち
な
ん

だ
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
誘
致
等
に
よ

り
、
参
拝
客
の
楽
し
み
も
増
え
、

地
域
経
済
も
潤
う
の
で
は
。
観

光
客
数
が
減
少
し
て
も
、
お
金

を
倍
落
と
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
、

質
を
高
め
る
戦
略
を
地
域
が
打

つ
場
合
行
政
は
ど
う
関
わ
る
か
。

答　

地
域
の
商
業
者
や
若
い

方
々
に
よ
る
参
道
の
新
し
い
ブ

ラ
ン
ド
づ
く
り
の
活
動
は
聞
い

て
い
る
。
地
域
の
方
々
が
地
域

の
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く
り
上
げ
て

い
く
活
動
は
大
変
素
晴
ら
し
い
。

今
後
、
市
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
と

う
ま
く
つ
な
が
る
よ
う
、
地
域

全
体
で
盛
り
上
が
っ
て
い
け
る

よ
う
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

若
者
の
声
を
市
政
に
生
か
せ

た
か
ら
づ
か
真
政
会　

岩
佐
ま
さ
し
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【
図
書
館
の
あ
り
方
】

問　

10
年
、
20
年
先
を
見
据

え
た
市
立
図
書
館
の
あ
り
方
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
。

答　

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の

振
興
、
活
性
化
を
図
る
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
重
要
と
し
、
市

民
の
交
流
を
図
る
拠
点
等
、
市

民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
新
た
な

機
能
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問　

市
立
図
書
館
運
営
事
業

に
か
か
る
予
算
額
は
。

答　

本
年
度
の
人
件
費
を
含

む
予
算
額
は
約
４
億
円
。

問　

過
去
１
年
以
内
に
利
用

し
た
市
民
の
割
合
は
。

答　

利
用
率
は
15
・
７
％
。

問　

貸
し
出
し
だ
け
で
は
さ

ら
に
利
用
者
の
減
も
予
測
さ
れ

る
。
今
後
、
市
民
の
交
流
機
関

と
し
て
図
書
館
に
交
流
機
能
を

移
転
さ
せ
て
い
く
た
め
、
市
と

教
育
委
員
会
が
一
緒
に
検
討
で

き
る
よ
う
な
場
が
今
あ
る
の
か
。

答　

ま
だ
協
議
の
場
は
な
く
、

必
要
に
応
じ
て
協
議
し
て
い
く
。

【
介
護
保
険
制
度
の
保
険
者
機

能
強
化
推
進
交
付
金
】

問　

自
立
支
援
や
介
護
予
防

等
で
成
果
を
上
げ
た
自
治
体
の

交
付
金
を
増
額
す
る
も
の
だ
が
、

平
成
30
年
度
の
本
市
の
評
価
は
。

答　

全
国
平
均
４
１
１
点
で
、

本
市
は
３
９
１
点
だ
っ
た
。
今

年
度
、
事
務
改
善
と
と
も
に
指

標
を
見
直
し
た
結
果
、
本
市
の

評
価
は
５
３
３
点
で
全
国
平
均

の
４
２
８
・
６
点
を
上
回
っ
た
。

問　

ど
の
程
度
の
増
額
か
。

答　

前
年
度
比
で
交
付
金
は

約
７
９
０
万
円
増
額
し
た
。

意
見　

今
後
も
庁
内
連
携
を

図
り
、
評
価
を
上
げ
て
ほ
し
い
。

図
書
館
を
ま
ち
づ
く
り
拠
点
に

た
か
ら
づ
か
真
政
会　

浅
谷　

亜
紀

【
大
規
模
災
害
時
の
防
災
・
減

災
対
策
】

問　

消
防
Ｏ
Ｂ
や
ひ
ょ
う
ご

防
災
リ
ー
ダ
ー
受
講
者
等
を
登

録
し
、
災
害
時
に
情
報
連
携
で

き
る
サ
ポ
ー
タ
ー
が
各
地
域
に

い
れ
ば
心
強
い
と
思
う
が
。

答　

そ
の
よ
う
な
仕
組
み
や

連
携
、
情
報
共
有
は
実
に
大
事
。

そ
の
方
策
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

問　

緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
の
、
本
市
の
活
用
状
況
は
。

答　

指
定
避
難
所
の
井
戸
整

備
、
共
同
利
用
施
設
耐
震
改
修
、

学
校
園
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ

ッ
ク
塀
改
善
等
実
施
し
て
い
る
。

問　

こ
の
事
業
債
は
市
負
担

30
％
で
全
額
起
債
可
能
と
有
利
。

し
か
し
利
用
法
や
額
を
見
る
と
、

防
災
・
減
災
対
策
に
優
先
順
位

を
つ
け
、
す
ぐ
に
活
用
す
る
準

備
が
市
に
あ
る
と
思
え
な
い
が
。

答　

非
常
に
有
利
な
財
源
で

あ
り
、
今
後
の
国
の
動
き
に
合

わ
せ
起
債
の
要
件
に
合
致
す
る

必
要
な
対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

意
見　

神
戸
市
は
避
難
所
と

な
る
全
小
学
校
に
ス
マ
ホ
充
電

用
の
蓄
電
池
を
設
置
。
本
市
も

太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
校
に
蓄
電

池
を
設
置
す
れ
ば
実
用
的
で
は
。

【
市
有
地
の
適
正
管
理
】

問　

本
市
は
住
宅
都
市
で
、

景
観
や
良
好
な
住
宅
環
境
の
提

供
は
生
命
線
と
言
え
る
が
、
市

が
移
管
を
受
け
た
道
路
や
の
り

面
、
緑
地
で
管
理
不
全
の
ま
ま

放
置
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
地

域
の
力
も
借
り
、
し
っ
か
り
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
は
。

答　

地
域
と
の
課
題
の
共
通

認
識
が
大
事
で
、
市
と
地
域
が

役
割
分
担
し
、
努
力
し
て
い
く
。

宝
塚
市
の
防
災
・
減
災
対
策
は

公
明
党
議
員
団　

三
宅　

浩
二

【
消
費
者
行
政
の
充
実
】

問　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
発

見
や
被
害
防
止
に
つ
な
げ
る
た

め
、
助
言
で
は
な
く
あ
っ
せ
ん

を
中
心
に
対
応
す
べ
き
で
は
。

答　

相
談
の
増
加
や
複
雑
化

が
考
え
ら
れ
、
必
要
な
案
件
に

は
、
積
極
的
に
あ
っ
せ
ん
す
る
。

【
蔵
人
共
同
浴
場
庁
内
検
討
会
】

問　

９
月
に
庁
内
検
討
会
の

議
事
録
の
提
出
を
求
め
、
提
出

す
る
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、
そ

の
後
の
決
算
特
別
委
員
会
ま
で

に
議
事
録
の
提
出
は
な
か
っ
た
。

提
出
す
る
と
言
っ
た
の
に
な
ぜ

出
さ
な
か
っ
た
の
か
。

答　

決
算
特
別
委
員
会
時
点

で
は
議
事
録
細
部
の
確
認
が
で

き
て
お
ら
ず
、
議
事
録
で
は
な

く
議
事
概
要
の
提
出
と
な
っ
た
。

問　

情
報
公
開
請
求
を
す
る

ま
で
議
事
録
は
公
開
さ
れ
ず
、

提
出
さ
れ
た
議
事
録
も
大
事
な

と
こ
ろ
が
黒
塗
り
で
さ
っ
ぱ
り

分
か
ら
な
い
。
隠
す
必
要
が
あ

る
の
か
。

答　

職
員
の
発
言
が
全
て
公

開
と
な
る
と
自
由
な
意
見
交
換

が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

り
、
意
思
決
定
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
を
考
慮
し
判
断
し
た
。

問　

こ
の
ま
ま
こ
の
よ
う
な

や
り
方
で
進
め
る
の
か
。

答　

議
事
録
を
こ
れ
ほ
ど
黒

塗
り
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の

か
、
担
当
部
と
幹
部
で
議
論
し
、

別
の
機
会
で
し
っ
か
り
と
説
明

し
た
い
。

問　

こ
の
議
論
は
白
紙
に
戻

し
、
市
民
に
見
え
る
形
で
議
論

を
し
直
す
べ
き
。

答　

納
得
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

市
民
が
納
得
で
き
る
議
論
を

日
本
共
産
党

宝
塚
市
会
議
員
団　

田
中　

こ
う

【
中
山
五
月
台
小
校
と
中
山
桜

台
小
学
校
の
統
合
計
画
に
お
け

る
教
育
環
境
整
備
】

問　

子
ど
も
た
ち
の
不
安
解

消
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答　

不
安
や
悩
み
事
等
の
相

談
対
応
で
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
配
置
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

中
山
桜
台
小
の
校
舎
等

ハ
ー
ド
面
の
整
備
の
計
画
は
。

答　

統
合
で
必
要
と
な
る
普

通
教
室
の
確
保
に
向
け
て
、
来

年
の
夏
季
休
業
中
に
改
修
工
事

を
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

問　

特
に
特
別
支
援
学
級
の

プ
レ
イ
ル
ー
ム
や
個
別
指
導
に

係
る
教
室
は
必
要
不
可
欠
だ
が
。

答　

必
須
教
室
は
全
て
整
備

す
る
予
定
。
教
育
活
動
に
支
障

の
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

子
ど
も
た
ち
が
喜
ん
で

通
う
学
校
を
つ
く
り
上
げ
て
ほ

し
い
。
統
合
へ
の
市
の
見
解
は
。

答　

新
し
い
学
校
を
つ
く
る

と
い
う
意
気
込
み
で
取
り
組
ん

で
い
る
。
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ

る
施
設
づ
く
り
が
重
要
と
認
識
。

教
育
環
境
向
上
の
た
め
、
予
算

に
つ
い
て
も
市
と
教
育
委
員
会

で
十
分
協
議
し
、
進
め
た
い
。

【
子
ど
も
の
貧
困
対
策
】

問　

本
市
の
子
ど
も
の
貧
困

の
実
態
と
そ
の
対
策
は
。

答　

本
市
の
相
対
的
貧
困
率

は
７
・
４
％
で
、
仮
称
宝
塚
市

子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
を
策

定
す
る
予
定
。
一
人
親
家
庭
の

相
談
体
制
の
充
実
や
生
活
学
習

支
援
事
業
等
を
実
施
し
て
い
く
。

意
見　

子
ど
も
食
堂
に
支
援

の
必
要
な
子
ど
も
が
来
れ
る
よ

う
、
学
校
園
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
の
連
携
を
。

よ
り
よ
い
学
校
統
合
に
向
け
て

市
民
ネ
ッ
ト
宝
塚　

北
野　

聡
子
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3
月
定
例
会
の
日
程

最後までお読みいただき
ありがとうございます。

誌面へのご意見やご感想
は、議会事務局までお気軽
にお寄せください。

宝塚市議会事務局
〒665-8665
　　宝塚市東洋町 1 番 1 号
TEL  0797-77-2168（直通）
FAX  0797-74-6902

　議会報「かけはし」は、す
べての世帯と事業所のポスト
に宅配でお届けしています。
　発行日を過ぎても届かない
場合は、下記のフリーダイヤ
ルへご連絡ください。

ジャパンメッセンジャー
サービス㈱
　　フリーダイヤル
　　0120-240-324
　 （ 9 時～19時まで）

◆
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
す
広
報
広
聴
委
員
会
は
、
発

足
か
ら
８
年
が
経
ち
ま
し
た
。

今
期
、
私
が
副
委
員
長
を
拝
命

し
、
過
去
の
か
け
は
し
を
遡
る

と
、
文
字
の
形
や
構
図
な
ど
、

と
て
も
見
や
す
く
変
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
に

わ
か
り
や
す
い
広
報
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。　

（
風
早
）

◆
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
25
年
。

近
年
日
本
全
国
で
地
震
や
豪
雨

に
よ
る
災
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
災
害
か
ら
身
を
守
る
に
は

日
ご
ろ
の
備
え
と
迅
速
な
避
難

が
重
要
で
す
。

市
議
会
で
は
２
月
７
日
防
災

に
取
り
組
む
皆
さ
ん
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
す
。
是
非
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。　
（
三
宅
）

※
議
会
報
か
け
は
し
定
例
会
号

は
、
年
４
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

次
号
は
、
令
和
２
年
５
月
１

日
発
行
予
定
で
す
。

編
集
後
記

問い合わせ　議会事務局　議事調査課
TEL　0797-77-2168　　FAX　0797-74-6902
E-Mail　m-takarazuka0178@city.takarazuka.lg.jp

【時間】午後１時～４時（午後 ０ 時30分開場）

【会場】宝塚市議事堂（市役所 3 階）

ぜひ傍聴にお越しください！

入場無料！第 9回

宝塚市議会

2月7日（金）

意見交換会

会場は出入り自由です。
お子さんもご一緒に！

申し込み不要！

第９回となる今回は…
市内で防災活動に取り組まれている団体の皆様と
宝塚市議会議員が、４つのグループに分かれて座談会
形式で意見交換します。
意見交換会をのぞいてみませんか？
入場無料・申し込み不要です。当日は直接会場にお越しくださ
い。手話通訳、要約筆記が必要な方は、事前に議会事務局までご
相談ください。

3 月 2月
27日 26日 25日 17日 16日 13日 12日 11日 9日 6日 5日 4日 3日 2日 28日 27日 26日 14日
金 木 水 火 月 金 木 水 月 金 木 水 火 月 金 木 水 金
本
会
議
（
予
備
日
）

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
（
総
括
）

予
算
特
別
委
員
会

常
任
委
員
会
②
（
予
備
日
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
②

文
教
生
活
常
任
委
員
会
②

総
務
常
任
委
員
会
②

産
業
建
設
常
任
委
員
会
①

産
業
建
設
常
任
委
員
協
議
会

文
教
生
活
常
任
委
員
会
①

文
教
生
活
常
任
委
員
協
議
会

総
務
常
任
委
員
会
①

総
務
常
任
委
員
協
議
会

本
会
議
（
代
表
質
問
）

本
会
議
（
代
表
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

議
場
コ
ン
サ
ー
ト

本
会
議
（
施
政
方
針
）

♪議場コンサート
上
う え

山
や ま

　美
み

弥
や

子
こ

ソプラノコンサート
2月14日（金）
午前 9時30分〜10時
（開場は午前 9時から）

市議会議場
　・曲目　オペレッタ「こうもり」より“失礼な冗談ね”
　　　　　愛の賛歌　ほか
　・ピアノ伴奏　西岡　知子（にしおか　ともこ）

※�入場無料。定員82名。当日、午前 8 時50分から市議会傍聴席入
口（市役所 4 階）で整理券を配布します。定員を超えた場合は
ご入場いただけませんので、あしからずご了承ください。

※コンサートに引き続き、本会議を開会します。

　問い合わせ　議会事務局総務課　TEL 0797-77-2034

アートは希望
文化芸術センターから生まれる未来

2月10日（月）市議会議場
午後2時〜 3時30分（受付は午後 1時30分から）

講師

※�入場無料。申し込みは不要です。当日、議会事務局受付（市役
所 3 階）にお越しください。

※�先着30名様は議席（ 3 階）で、その他の方は傍聴席（ 4 階）で
聴講していただきます。

　問い合わせ　議会事務局総務課　TEL 0797-77-2034

議　会
講演会

加藤　義夫（かとう　よしお）氏
（大阪芸術大学美術学科
　客員教授）

髙　満津子（こう　みつこ）氏
（市立文化芸術センター
　開設準備室　総括責任者）




